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1. 背景と目的 

 浜松市博物館によって，浜松市の過去の地震災

害状況の調査が行われ，それらの古文書のデータ

は Web で公開されている[1]．しかし，古文書や歴史

書ごとに分かれている断片的なデータであるため，

災害情報を地理的や地震毎にまとめて入手しづら

い状況である．それらのデータを適切に入手する

ことができれば，減災につなげる情報として再構

成して活用が可能となる． 

災害情報の減災につなげる利用例として石碑が

あげられる．石碑は災害情報をシンボル化したも

のであり，その存在が，その地で過去に起こった

被害を周知させている．東日本大震災で石碑に記

された津波情報を活かして[2]，住民たちが石碑の置

かれた場所よりも海抜の高い所に家を建て津波か

ら逃れたことが，その一例と言える． 

 本研究では，市民の防災意識を向上させるため

に，地震災害史に関する複合的・分散的なデータ

を系統付けて入手しやすいようにシンボル化し，

地図データベースを作成する．そのために，断片

的な災害情報を整理してオープンデータ化し，そ

のデータを活用した地図データベースを構築する． 

2. 石碑の概要とデータ構造 

まず，災害情報のデータをシンボル化するため

に，石碑をメタファーとして用いることを考える．

災害に関する石碑は災害情報を後世に残す役割や，

情報のハブという役割を持つ．例えば，石碑の周

辺には解説掲示板があり，災害情報や地震名を知

ることができる．また，場合によっては周辺の記

念館では詳細な被害についても知ることができる．

このように石碑は，さまざまな情報へアクセスす

るためのハブとなっている．したがって，インタ

ーネット上で石碑の役割を担うデジタル石碑を実

現できれば，まとまった災害情報へのアクセスを

容易にできるようになると考えられる． 

 そのために，実際の石碑が持つ特徴や構成要素

をデジタルで実現するために，必要となるデータ

構造を考える．加えて，実際の石碑とデジタル石

碑の比較を行う． 

2.1. 石碑の特徴と構成要素 

石碑の特徴には，石碑の設置場所は多くの人の

目につく所，長期にわたって残ること，存在感が

あることが挙げられる[3]．構成要素には，名称，材

質，形状，標語，書式，建立年月日，建立者，設

置場所が挙げられる．地震に関する石碑では，地

震名が記されていることもある． 

2.2. データ構造 

 実際の石碑の構成要素を元にデジタルにおける

データ構造を考えていく．石碑の構成要素にはな

いが，町中で海抜の看板が立っていることがある．

海抜は防災に役立つ情報のため，データ構造に加

える．検討の結果，データ構造を，名称，地震名，

伝承，出典，作成日，地域，緯度，経度，海抜，

関連するデータへのリンクとする．  

2.3. 実際の石碑とデジタル石碑の比較 

次に，デジタル石碑が石碑の役割を担うために

必要とする項目を洗い出すため，石碑同士の比較

を行う．表 1 から，インターネットで公開するデ

ジタル石碑は現実に存在する実際の石碑よりも，

風化せず，情報の誤りもすぐに修正可能であるた

表 1：実際の石碑とデジタル石碑の比較 

項目 実際の石碑 デジタル石碑 

設置場所 ① 多くの人の目につく所にある ① どこからでもアクセスできる所にある 

永続性(1) ② 長期にわたって残る ② 管理を続ければ長期にわたって残る 

永続性(2) ③ 道路拡張等により撤去されることがある ③ 管理を続ければ残る 

存在感 ④ 存在感がある ④ 存在感はない 

保存性 ⑤ 風化する ⑤ 風化しない 

正確性 ⑥ 誤った情報を消すことができない ⑥ 誤りがあればすぐに修正できる 
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め，実際の石碑の機能を補える．したがって，デ

ジタル石碑の存在感を実際の石碑に近づければ，

デジタル石碑が実際の石碑の役割を担うと考える．

しかし，石碑は大きさや質量を伴った物理的な実

体を持っているのに対して，デジタル石碑はデー

タとして存在し，石碑を表す大きさや質量を持た

ないため，存在感を出すことは難しい．先ほど述

べたように，石碑の役割は災害情報や位置情報等

のさまざまな情報を提供することである．そこで，

情報を発信するハブという石碑の機能を実装する． 

3. デジタル石碑の実現 

3.1. 使用するデータの概要 

 デジタル石碑の実装では，オープンデータを作

成し用いる．使用するデータは，先行研究[4]で集め

られたデータを修正し，新たに古文書や歴史書か

ら入手した情報を加えたものである．データ数は，

4 つの地震で合計 63 件である（表 2,3）．オープ

ンデータの形式は，二次利用が容易な RDF/XML 形

式とする．記述したデータを，RDF ストア 

（ http://lodcu.cs.chubu.ac.jp/SparqlEPCU/inde

x.jsp）に登録し公開している．システムからの利

用には，RDF クエリ言語の SPARQL を用いて情報を

取得する．  

表 2：データ件数 
明応地震 宝永地震 安政東海地震 昭和東南海地震 

7 件 4 件 49 件 3 件 

表 3：データの例 
名称 伝承 出典 

奉灯山 安政大地震で発生した津波が，舞阪宿を

襲った．その時，人々は岐佐神社と奉灯

山に避難し，その周りは水に浸かった．  

舞阪

宿津

波図 

3.2. 石碑の表現 

 石碑を情報のハブとして考えるため，デジタル

石碑では，石碑 1 つに対応する Web ページを 1 つ

作成する．そのページから経緯度や標語を表す伝

承等の情報を得ることができるようにする（図 1）． 

また，実際の石碑には石碑の位置を示す看板が

置かれていることがある．インターネット上では，

Web サイトや検索結果を閲覧しているときに表示さ

れるバナーや広告等が，この看板の役割を担う． 

 
図 1：実際の石碑とデジタル石碑の対応 

3.3. システムの構成 

 取得したデータを元に Web システムを構築した．

ページヘ誘導するバナー広告(図 2(a)），石碑 1 つ

を表現するデジタル石碑ページ(図 2(b)），全ての

デジタル石碑を俯瞰できる石碑マップで構成され

ている(図 2(c)）．デジタル石碑ページでは地震名

と地区名を組み合わせて石碑を検索することがで

きる．  

(a)  (b)    
    

(c)  

図 2：画面イメージ図 

3.4. その他のデータの活用例 

 作成したデジタル石碑のオープンデータは，今

回の Web システム以外にも活用できる．例として，

実際にある地区を歩いているときに，デジタル石

碑の設置場所に近づいたらスマートフォンに通知

が行き，災害情報を提供するアプリが挙げられる． 

4. 評価 

防災意識を向上させるために，被験者が過去の

災害情報を容易に得ることができる Web システム

であるかの評価を行う． 

5. まとめ 

 本稿では，市民による災害情報の入手を容易に

することを目的に，断片的なデータをまとめるシ

ンボル化のメタファーとして石碑を用いたデジタ

ル石碑の検討と実装を行った．実装にあたり，石

碑の構成要素や役割を分析し，デジタルで石碑を

再現する方法を考察した． 
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